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神奈川県茅ヶ崎市南西部におけるクリハラリスの観察記録

關　義和

Yoshikazu Seki: A record of a Pallas’s squirrel Callosciurus erythraeus in 
southwestern part of Chigasaki, Kanagawa, Japan

緒　言

　クリハラリス Callosciurus erythraeusは，インド東部
からマレーシア，中国南東部，台湾に自然分布する，齧
歯目リス科に属する小型の哺乳類である（Thorington & 
Hoffmann, 2005；Tamura, 2009）。日本では，特定外来生
物に指定されており，在来種の捕食や農林業を含めた人
間生活への被害が問題となっている（田村 , 2011；山﨑 , 
2015）。
　日本での本種の野生化は，戦前に動物園などで飼育さ
れていた個体が逃亡したことに端を発し，現在は少な
くとも 13地域において生息が確認されている（田村 , 
2011）。神奈川県では，鎌倉市で 1950年頃に見られ始
めてから，南東部を中心に分布が拡大している（小野 , 
2001；園田・田村 , 2003）。しかし，鎌倉市以西におい
ても徐々に分布拡大が見られ，最近では藤沢市や茅ヶ崎
市の緑地でも生息が確認され始めている（岸 , 2003；長
谷川・佐藤 , 2009）。小規模な緑地であっても，それら
が点在することで，こうした分布拡大が促進される可能
性が指摘されている（Miyamoto et al., 2004；田村・宮本 , 
2005）。そのため，散発的または局所的な記録であっても，
それらの情報を整理していくことは分布拡大の現状を把
握する上で重要な課題である。
　鎌倉市以西では，本種は茅ヶ崎市まで連続的に生息が
確認されている（田村 , 2004；田村・宮本 , 2005）。2002
年の時点では，相模川以西での生息は確認されていな
かったが（神奈川県立生命の星・地球博物館 , 2003），
2014年 9月に平塚市において目撃情報が得られている
（平塚市博物館 , online）。これらのことから，分布最前
線は茅ヶ崎市から平塚市にかけてであると考えられる。
茅ヶ崎市には 1990年代半ばに侵入してきたと考えられ
ている（岸 , 2003）。生息は，市の北東部と南東部の緑
地や千の川（小出川に合流する相模川の二次支川）沿い
を中心に確認されているものの，南西部においては散発
的な目撃情報があるのみである（かながわ鳥獣被害対策

支援センター , online；岸 , 2003；長谷川・佐藤 , 2009）。
南西部における記録はここ 10年間なく，分布域の変化
については不明であったが，2019年に当該地域において
地域住民より目撃情報が寄せられた。こうした分布最前
線における目撃情報は，外来種の早期対策を遂行する上
で重要な情報源になり得る。
　本研究では，茅ヶ崎市南西部において地域住民から寄
せられたクリハラリスの目撃情報と周辺環境についてま
とめたので，ここに報告する。

材料と方法

　2019年 7月 22日に，目撃者である關　義雄氏から見
慣れない動物を見たとのことで種名を尋ねる電子メー
ルが寄せられた。メールには写真が添付されていたた
め，撮影されていた個体から種同定を行い，目撃時の状
況等について聞き取りを行った。また，目撃地点周辺の
環境を評価するために，環境省自然環境局生物多様性セ
ンターによる第 6–7回自然環境保全基礎調査植生調査の
データ（http://gis.biodic.go.jp/ webgis/）から茅ヶ崎市の土
地利用図を作成した。

図 1．神奈川県茅ヶ崎市中海岸で目撃されたクリハラリス．
2019 年 7 月 21 日，關　義雄氏撮影．
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図 2．神奈川県茅ヶ崎市の土地利用図とクリハラリスの目撃地点．神奈川県の地図（左）は白地図 KenMap ver. 9.0（国土地理院承
認平 14 総複 第 149 号），茅ヶ崎市の土地利用図（右）は環境省自然環境局生物多様性センターによる第 6–7 回自然環境保全基
礎調査植生調査のデータを使用して作成した．

結　果

　添付写真は，建物の高さ 3 mほどのところにいた 1個
体を，2 mほど離れた位置から撮影したものであった。
当該個体の体毛は，背面も腹面も灰褐色を呈していた
（図 1）。こうした色彩と，空間を立体的に利用できる生
態を持つリス科哺乳類は，日本ではクリハラリスと判断
できる（神奈川県立生命の星・地球博物館 , 2003；山口 , 
2017）。
　目撃された日は 2019年 7月 21日（曇り）で，場所は茅ヶ
崎市中海岸，標高約 4 m，およその緯度経度は北緯 35度
19分 17秒，東経 139度 23分 50秒であった。撮影時の
状況としては，2 m近くに近寄っても逃げる様子はなく，
地面に蒔かれていたパン粉のようなものを建物の上から
覗き込んでいたとのことであった。また，關氏によると，
周辺住民への聞き取りの結果，度々目撃するとの回答が
得られたとのことであった。
　作成した土地利用図をみると，目撃地点から直線で約
310 mのところに常緑広葉樹とクロマツ Pinus thunbergii
を中心とする砂防林が存在したものの，それ以外にまと
まった緑地はみられなかった（図 2）。ただし，空中写真
をみると，上記の土地利用に反映されていない小規模の
林（約 0.08 haで，主な樹種はクロマツ）は，目撃地点か
ら約 15 mのところに存在するのが確認された（図 3）。

考　察

　クリハラリスの行動圏の平均はメスが 0.72 ha，オス
が 3.83 haであり，生息の条件として林分面積が重要で
あることが示されている（Tamura et al., 1987；田村ほか , 
2004）。そのため，今回の目撃地点のように，小規模の

林分しか存在しない環境において個体群を維持できてい
るかどうかは明らかではない。しかし，茅ヶ崎市南西部
においては，1997年にも南湖 4丁目の八雲神社付近（本
研究における目撃地点から北西約 400 mの位置）で目撃
情報が得られていることや（岸 , 2003），今回の目撃地
点周辺でも度々目撃情報が得られていることから，本地
域周辺を定常的に利用している個体がいる可能性は高い
と考えられる。
　クリハラリスは，市街地を中心とした環境でも確認さ
れているが，そうした環境であっても生活する上では緑
地の存在が重要であると考えられている（園田・田村 , 
2003）。そのため，今回目撃された個体が，緑地のほと
んどない市街地で行動圏を維持できているかどうかに
ついては不明である。クリハラリスの行動圏の最大径は
475 mであることが報告されているため（Tamara et al., 
1987），海岸沿いの砂防林を生活の拠点としつつ一時的
に市街地側へ移動してきている可能性も否定はできな
い。
　2008年に行われたクリハラリスの分布調査では，茅ヶ
崎市南西部の砂防林内においては生息情報が得られてい
ない（長谷川・佐藤 , 2009）。しかし，南東部の砂防林
内では連続的に生息が確認されているため（岸 , 2003），
この 10年間でさらに分布が拡大し，南西部の砂防林を
含めて個体群が定着している可能性は十分にある。今後
の茅ヶ崎市以西への分布拡大を防止するためには，南西
部の砂防林が個体群の供給源となって市街地側への分布
拡大を促進している可能性も視野に入れた上で，砂防林
と市街地を含めて早急に分布状況を把握していく必要が
あるであろう。
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図３．クリハラリスが目撃された地点周辺の空中写真．矢印で示した林が，当該個体の確認された地点か
ら最も近い林を示す．空中写真は，国土地理院の全国最新写真（シームレス）を使用した．


